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医療福祉分野の事業継続；2017 Nov 15；名古屋． 
57)  奥寺 敬．脳卒中撲滅を目指して. ストップ！NO 卒中プロジェクト 秋田県エリアセミナー；2017 Nov 19；秋田． 
 
◆ その他 
1)  奥寺 敬．これからの地域救急医療と地域包括ケア－社会で共有するトリアージの重要性．平成 28 年度秋田県救急
医療研究会；2017 Jan 11；秋田． 
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3)  奥寺 敬．東京オリンピック 2020 の医療救護 アトランタ 1996 および長野 1998 の経験より－暑熱対策と経口補水
液導入の可能性について－．日本赤十字社医療センター 第 7 回災害医療カンファレンス；2017 Mar 14；東京． 
4)  奥寺 敬．地域包括ケアの課題（介護・救急・地域福祉の連携）－社会で共有するトリアージの重要性．南予 MC
協議会救急医療講演会；2017 Mar 18；内子． 
5)  奥寺 敬．日本救急医学会 ICLS 研修の概要．第 85 回劔 ICLS 研修会；2017 Mar 19；富山． 
6)  奥寺 敬，坂元美重．救命救急領域の意識障害鑑別における携帯型脳波計の可能性．大田区三医師会学術集会；2017 
May 18；東京． 
7)  奥寺 敬．臨床から見た医療安全の最新の動向．真生会富山病院 平成 29 年度医療安全講習講演会；2017 Jun 6；射
水． 
8)  奥寺 敬，奈良唯唯子，橋本真由美．JTAS2017 におけるプロバイダーの位置付け．神奈川県第 13 回 JTAS プロバイ
附属病院
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ダーコース；2017 Jul 29；川崎． 
9)  奥寺 敬．JTAS2017 における指導者の役割と地域包括ケア．日本赤十字九州国際看護大学 平成 29 年度第 1 回 JTAS
指導者養成ワークショップ；2017 Jul 31；宗像． 
10)  奥寺 敬．救急外来における JTAS2017．東海大学 第 2 回救急外来トリアージ教育・JTAS プロバイダーコース；2017 
Aug 19；伊勢原． 
11)  奥寺 敬．大田区の災害を考えよう－シン・ゴジラ上陸、サリン事件、オリンピック医療などを手掛かりとして．
大田区災害医療フォーラム；2017 Sep 9；東京． 
12)  奥寺 敬．JTAS と院内トリアージ．平成 29 年度東海大学救急看護認定看護師教育課程；2017 Nov 14；伊勢原． 
13)  奥寺 敬．災害時の機能維持のための課題．国立大学附属病院災害対策相互訪問事業 近畿・中部ブロック；2017 Nov 
16；富山． 
14)  奥寺 敬．神経蘇生の概念と研修．第 1 回秋田 Emergency Neurological Life Support コース；2017 Nov 19；秋田． 
15)  奥寺 敬，若杉雅浩，高橋 恵，岩瀬正顕，池田尚人．PNLS（脳神経外科救急基礎）のシミュレーション研修とし
ての展開．平成 29 年度埼玉 PNLS 研修会；2017 Dec 9；日高． 
16)  奥寺 敬．医療に係る安全管理のための基本的な考え方．JCHO 高岡ふしき病院 平成 29 年度医療安全講演会；2017 
Dec 18；高岡． 
17)  奥寺 敬．救命士の社会的利活用と地域包括ケア．JA 新潟県厚生連糸魚川総合病院 平成 29 年度救急医療講演会；
2017 Dec 25；糸魚川． 
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